
障害者総合支援法
などのサービス

手当

医　療

　障がい者やその家族の方の生
活、福祉サービスの利用など、
いろいろな相談を町が委託して
いる相談支援事業所の相談員が
対応します。
　また、月 ２ 回、役場およびさ
くら館で福祉相談会を開催しま
す。
委託事業所　おだわら障がい者
　　　総合相談支援センター　
　　　クローバー(小田原市久
　　　野115− 2 ）

☎0465−35−5258

相談支援事業

　身体障がい者、難病などの方に
対し、義肢、装具、車椅子、盲人
用つえなどの補装具を給付（修理）
します。
自己負担額　課税状況による

　重度障がい者の方が、受診した際に支
払った医療費の自己負担額を助成します。

対　象
・身体障害者手帳 １ 級または ２ 級の方
・療育手帳Ａ １ ・Ａ ２ または知能指数35以下の方
・身体障害者手帳 ３ 級かつ知能指数50以下の方
・精神障害者保健福祉手帳 １ 級の方（通院のみ対象）

対　象　障がい者、難病などの方
給付品目　ストマ用装具、入浴補
　　　助用具、便器、盲人用時計、
　　　火災警報機などの日常生活
　　　用具
※障がい内容などにより給付でき
る用具が異なります。
自己負担額　課税状況による

日常生活用具の給付

重度障がい者医療制度

　外出時の円滑な移動を支援します。
自己負担　課税状況による。

　常時介護を必要とする在宅重度
障がい児（２０歳未満）に支給され
ます。
対　象　特定の障がいが一つ以上
　　　あるか、それと同程度以上
　　　の状態である方（内容の詳
　　　細についてはお問合せくだ
　　　さい）
要　件　①施設入所していないこ
　　　と。②所得が基準以下であ
　　　ること。
※障害年金等一定の年金を受給し
ている場合は資格喪失
支給額　月額　１４,６００円
支給月　 ２ 月、 ５ 月、 ８ 月、11月
※申請月の翌月から支給対象

移動支援事業

障害児福祉手当

　身体、精神障がい者および障が
い児の方が、所定の医療を受ける
場合、一定所得未満の方は医療費
の公費負担があります。
自己負担額　所得による

　毎年 ８ 月 １ 日現在で、県内に ６
か月以上継続して居住している障
がい者の方に支給されます。
対　象　次のいずれかに該当する
　　　方（６５歳以上で障がい者に
　　　なった方を除く）
○次のうち ２ つ以上に該当する方
・身体障害者手帳 １ 級または ２ 級 
　の方
・療育手帳Ａ １ またはＡ ２ の方
・精神障害者保健福祉手帳 １ 級の
　方
○特別障害者手当または障害児福
　祉手当を支給されている方
※対象に該当する方でも、手当の
受給年度の前年所得が基準額を超
えている場合は対象外となります。
基準額は２０歳以上の方は特別障害
者手当、２０歳未満の方は障害児福
祉手当の基準を用います。
支給額　年額 ６ 万円
支給月　支給年度の １ 月

　障がい者の日常生活および社会
生活を総合的に支援するための法
律と児童福祉法に基づき、障がい
福祉サービスを提供します。
対　象　身体・知的・精神の ３ 障
　　　がいおよび難病の方など
自己負担額　課税状況による
○介護給付(居宅介護、同行援護、
　短期入所、生活介護、施設入所
　支援、放課後等デイサービスなど）
○訓練等給付(共同生活援助、自 
　立訓練など)

　日常生活において常時特別の介
護を必要とする在宅重度障がい者
（２０歳以上）に支給されます。
対　象　特定の障がいが ２ つ以上
　　　あるか、それと同程度以上
　　　の障がいである方（内容の
　　　詳細についてはお問合せく
　　　ださい）
要　件　①施設入所していないこ
　　　と。②所得が基準以下であ
　　　ること。
※継続して ３ ヶ月以上の入院は資
格喪失
支給額　月額　２６,８３０円
支給月　 ２ 月、 ５ 月、 ８ 月、11月
※申請月の翌月から支給対象

自立支援医療

神奈川県在宅重度障
害者等手当

自立支援給付

特別障害者手当

補装具の給付（修理）

箱根町の支援事業

平
成
28
年
春
の
叙
勲
受
章

　
５
月
12
日
、
勝
俣
睦
さ
ん
（
仙
石

原
）
が
、
平
成
28
年
春
の
叙
勲
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
湯
本
中
学
校
長
、
箱
根

明
星
中
学
校
長
等
に
就
き
、
教
育
の

進
展
に
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

障
が
い
認
定
に
つ
い
て

　
75
歳
未
満
で
あ
っ
て
も
、
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
方
は
、

申
請
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
で
き
ま
す
。
加
入
す
る
と
、

保
険
料
や
医
療
機
関
窓
口
で
の
負
担

割
合
が
下
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
所
得
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）
。

対
　
象　
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、

次
の
障
が
い
が
あ
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
、
４

　
級
の
一
部

○
精
神
障
害
者
手
帳
１
～
２
級

○
療
育
手
帳
A
1
・
A
2

○
障
害
年
金
受
給
者
の
一
部

持
ち
物　
障
害
者
手
帳
・
年
金
証
書

な
ど
、
右
記
の
障
が
い
が
あ
る
こ
と

を
証
明
で
き
る
も
の
、
印
鑑
（
朱
肉

を
使
用
す
る
も
の
）
、
国
民
健
康
保

険
証
（
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
）
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド

※
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
、

委
任
状
（
成
年
後
見
人
の
場
合
は
登

記
事
項
証
明
書
）
お
よ
び
代
理
人
の

身
分
証
明
書
を
併
せ
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
保
険
年
金
課

　
　
　
　
　
　
☎
８
５
―
９
５
６
４

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自

営
業
者
な
ど
）
の
方
で
、
所
得
が
少

な
い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
免
除
申
請

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ

れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
や
、
失
業
等
の
事
由
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免

除
と
な
り
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配
偶

者
（
結
婚
し
て
い
な
い
場
合
は
申
請

者
本
人
の
み
）
の
所
得
状
況
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
申
請
の
際
、
在
学
期

間
の
わ
か
る
学
生
証
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
※
定
時
制
課
程
、
通
信
課
程

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
過
去
２
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
法
律
が
改
正

さ
れ
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
に
つ
い

て
、
遡
っ
て
免
除
申
請
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
申
請
が

遅
れ
る
と
万
一
の
と
き
に
障
害
年
金

な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
不
利

益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

照
会
先　
保
険
年
金
課

☎
８
５
―
９
５
６
４

自
慢
の
商
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の

「
謝
礼
品
」に
し
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、
箱
根
ら
し
い
魅
力
あ
る

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
既
に
提
供
さ
れ
て
い

る
商
品
の
内
容
変
更
や
、
新
た
な
商

品
の
追
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
事
業
者

の
み
な
さ
ん
に
も
、
商
品
等
を
全
国

へ
向
け
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
、
定
価

販
売
（
取
扱
手
数
料
は
発
生
し
ま
せ

ん
）
が
で
き
る
こ
と
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

※
謝
礼
品
に
係
る
事
務
全
般
は
、
町

が
提
携
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日

本
（
以
下
「
J
T
B
」
）
が
代
行
し

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
箱
根
フ
ァ
ン
の

方
々
か
ら
５
億
円
を
超
え
る
寄
付
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
寄
付
金
の
一
定

割
合
（
平
成
27
年
度
は
約
２
億
円
）

を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
寄
付
者
へ
還
元

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
町
内
事
業
者

の
売
上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

対
象
事
業
者　
次
の
要
件
全
て
に
適

合
し
て
い
る
こ
と

○
各
種
法
令
、
町
条
例
な
ど
を
順
守 

　
し
、
生
産
、
製
造
、
販
売
を
行
っ

　
て
い
る
こ
と　

○
本
社
（
本
店
）、
支
社
（
支
店
）、

　
営
業
所
の
い
ず
れ
か
を
町
内
に
有

　
す
る
企
業
、
団
体
、
個
人
事
業
者

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
及
び
処
理

　
対
応
が
可
能
で
あ
る
こ
と

※
謝
礼
品
発
送
な
ど
は
、
全
て
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
処
理
と
な
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
受
発
注
お
よ
び

請
求
処
理
を
行
い
ま
す
。

謝
礼
品

○
「
加
工
品
・
製
造
品
」
等

　
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
加
工
業

　
者
お
よ
び
製
造
業
者
な
ど
が
取
り

　
扱
う
製
造
品
等

○
「
体
験
ツ
ア
ー
」
等

　
箱
根
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
体
験

　
ツ
ア
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
型

　
商
品

○
「
そ
の
他
の
謝
礼
品
」

　
箱
根
を
P
R
し
て
い
る
と
認
め
ら

　
れ
る
も
の
、
ま
た
は
特
別
に
認
め

　
た
謝
礼
品
な
ど

※
店
頭
販
売
あ
る
い
は
対
面
販
売
を

通
常
行
っ
て
い
る
食
材
、
食
品
な
ど

を
謝
礼
品
と
し
て
扱
う
場
合
に
は
、

謝
礼
品
発
送
に
係
る
所
要
の
許
可
等

を
得
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　
代
行
業
者
（
J
T
B
）

へ
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　
株
式
会
社
J
T
B
西
日
本

法
人
営
業
大
阪
支
店
ふ
る
さ
と
納
税

事
務
局
（
担
当
：
栃と

ち

谷た
に

）

furusato-sales@
w

est.jtb.jp

☎
06

―
7709



―
9
3
1
2

（
直
通
）
／
FAX
06

―
6252



―

2538




そ
の
他　
謝
礼
品
の
募
集
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.tow

n.hakone.
kanagaw

a.jp/

照
会
先　
財
務
課☎

85

―
9563




《事業イメージ図》

提供事業者
の皆さん

JTB

寄付者

箱根町

❺謝礼品の発注・確 
　認、代金支払い

❸ポイント発行
　カタログ送付

❻謝礼品の発送

❹謝礼品申込

❷情報共有

❶
寄
付
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